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１．実施概要 

（１）保安検査実施期間（詳細日程は別添１参照） 

自 平成２９年１１月２７日（月） 

至 平成２９年１２月８日（金） 

 
（２）保安検査実施者 

高浜原子力規制事務所 
山西 忠敏 

島田 浩一 

深沢 幸久 

浅野 博之 

長澤 弘忠 

實松 浩二 

横山 知則 

 
２．高浜発電所の設備及び運転概要 

号 機 出力(万 kW) 運転開始年月 前四半期から現在までの運転状況 

 

 

１号機 

 

 

 

 

 

８２．６ 

 

 

 

 

 

昭和４９年１１月 

 

 

 

運転期間 

 （－） 

停止期間 

 (平成２３年１月１０日～) 

施設定期検査期間 

 (平成２３年１月１０日～) 

 

 

２号機 

 

 

 

 

 

   ８２．６ 

 

 

 

 

 

昭和５０年１１月 

 

 

 

運転期間 

 (－) 

停止期間 

 （平成２３年１１月２５日～） 

施設定期検査期間 

 （平成２３年１１月２５日～） 

 

 

３号機 

 

 

 

 

 

  ８７．０ 

 

 

 

 

 

昭和６０年１月 

 

 

 

運転期間 

 (平成２９年７月４日～) 

停止期間 

 (平成２８年３月１０日～平成２９年７月４日) 

施設定期検査期間 

  (平成２８年１２月９日～平成２９年７月４日) 
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４号機 

 

 

 

 

 

８７．０ 

 

 

 

 

 

昭和６０年６月 

 

 

 

運転期間 

 (平成２９年６月１６日～) 

停止期間 

 (平成２３年７月２１日～平成２９年６月１６日) 

施設定期検査期間 

 (平成２３年７月２１日～平成２９年６月１６日) 

 
３．保安検査内容 

今回の保安検査では、下記に示す検査項目について、立入り、物件検査、関係者への質

問により、保安規定の遵守状況を確認するとともに、日々実施している運転管理状況の聴

取、記録確認、発電用原子炉施設の巡視、定例試験への立会等についても保安検査とし

て実施した。 
 

（１）基本検査項目（下線は保安検査実施方針に基づく検査項目） 

①特別な保全計画に基づく保安活動の実施状況 

②炉心管理の実施状況 

③燃料管理の実施状況 

④非常時の措置の実施状況 

⑤放射性固体廃棄物の管理の実施状況（抜き打ち検査） 

 
（２）追加検査項目 

なし。 
 

４．保安検査結果 

（１）総合評価 

今回の保安検査においては、「特別な保全計画に基づく保安活動の実施状況」「炉心

管理の実施状況」「燃料管理の実施状況」「非常時の措置の実施状況」及び「放射性固

体廃棄物の管理の実施状況（抜き打ち検査）」の５項目を検査項目として選定し、検査を

実施した。 

 

基本検査の結果、「特別な保全計画に基づく保安活動の実施状況」については、長期

停止している１号機及び２号機について、前年度の保全及び保守管理の有効性評価を踏

まえて平成２９年度の保守管理目標が定められるとともに、原子力事業本部の長期停止

プラントに対する追加点検実施の方針に基づき長期停止に伴う特別な保全計画が策定さ

れ、同計画に従い追加点検が実施されていることを記録により確認した。また、これらの特

別な保全計画は、追加点検の計画及び実績が管理できるように改造した「原子力保全総
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合システム」により管理されていることを記録により確認した。 

 

「炉心管理の実施状況」については、平成２９年６月から営業運転に入った４号機を対

象に、保安規定第２１条及び第２９条から第３５条に定める炉心管理について具体的な保

安活動が社内標準等に定められ、社内標準等に基づき、炉心管理に係る各種の測定・

監視項目がそれぞれの定義に従って計算され、運転上の制限を満足していることが確認さ

れていることを記録により確認した。 

 

「燃料管理の実施状況」については、平成２９年９月に高浜発電所に搬入された１６体

の４号機ウラン・プルトニウム混合酸化物（以下「MOX」という。）新燃料の運搬と貯蔵に係る

保安活動が、社内標準等に基づき実施されていることを記録により確認した。また、３号機

第２２回定期検査で実施された再使用するＭＯＸ燃料２４体の検査に係る保安活動が、

社内標準等に基づき実施されていることを記録により確認した。 

 

「非常時の措置の実施状況」については、第１２１条から第１３０条に定める非常時の措

置に係る手順が社内標準等に定められていることを確認した。また、原子力防災資機材の

保管状況について、定められた数量の資機材が良好な状態で保管されていることを立会い

により確認した。原子力防災訓練については、平成２７年度の訓練結果における改善点を

平成２８年度の重点取組事項として反映し、より実効性ある訓練の実施に努めていることを

記録により確認した。 

 

「放射性固体廃棄物の管理の実施状況」については、１号機及び２号機で発生する放

射性固体廃棄物の処理及び運搬の手順、廃棄物保管庫内の巡視の手順が社内標準

等に定められ、社内標準等に基づき保安活動が実施されていることを記録及び立会いによ

り確認した。また、低レベル放射性固体廃棄物としてドラム缶を発電所構外へ搬出する際

に、廃棄物庫内のドラム缶等の移動に合わせてドラム缶等の詳細外観点検を今後順次実

施する予定であることを聴取により確認した。 

放射性廃棄物でない廃棄物の管理については、その取扱い手順が社内標準等に定めら

れ、社内標準等に基づき保安活動が実施されていることを記録により確認した。 

 

保安検査実施期間中の日々の運転管理状況については、設置者からの施設の運営管

理状況の聴取、運転記録の確認、原子炉施設の巡視、定例試験（３号機 制御棒作動

試験）への立会い等を行った結果、特段の問題がないことを確認した。 

 

以上のことから、今回の保安検査を総括すると、選定した検査項目に係る保安活動は、

良好なものであったと判断する。 

 



   

4 

 

（２）検査結果 

①特別な保全計画に基づく保安活動の実施状況 

新規制基準の適合性に係る使用前検査が終了していない１号機及び２号機がそれぞ

れ平成２３年１月及び１１月から長期停止していることから、保安規定第１２０条に定める

保守管理のうち特別な保全計画に基づく保安活動について、前年度の保守管理の有効

性評価結果等をふまえて、施設の状態に応じた計画の策定（改定を含む。）及び実施が

適切に行われているか確認した。 

検査の結果、長期停止している１号機及び２号機については、年度ごとに保全の有効

性を評価することとしており、平成２８年度の保全は有効に機能していると評価しているこ

とを「保全の有効性評価結果（H２８年度評価）」により確認した。また、全号機を通じて

年度ごとに実施する保守管理の有効性評価についても保守管理は有効に機能している

と評価していることを「平成２８年度 発電所運営会議（保守管理会議）の結果について」

により確認した。 

発電所長は、年度初めに、社長の定めた保守管理の実施方針及び上記の保守管理

の有効性評価結果を踏まえて保守管理目標を定めていることを「平成２９年度 高浜発

電所品質目標（保守管理目標含む）の設定について」により確認した。 

平成２３年３月１１日に発生した東京電力福島第一原子力発電所の事故を受けて

長期停止しているプラントに対して、原子力事業本部より、平成２４年１月に「長期停止

中プラントの再起動に向けた追加点検項目抽出に関する今後の対応方針について」が、

同年５月に「プラント停止継続に係わる追加点検の実施について」が発出され、発電所

長は、これらの文書に基づき、追加点検の対象設備、実施時期等を定めた特別な保全

計画の策定を関係課室長に指示していることを発電所発出文書「プラント停止継続に係

わる追加点検の実施について」により確認した。 

平成２９年度は、１号機、２号機ともに第４回の追加点検が計画され、１号機について

は当該点検が既に開始されていることを「高浜発電所における追加点検実績と今後の点

検計画【高浜１、２号機】」により確認した。また、これらの特別な保全計画は、平成２８

年度に追加点検の計画及び実績が管理できるように改造した「原子力保全総合システ

ム」により管理されていることを同システムの画面の写しにより確認した。 

１号機及び２号機の第３回の追加点検について、安全保護系、海水ポンプ及び非常

用ディーゼル機関を選定し、策定した特別な保全計画に従い点検が実施され、設備の

健全性が確認されていることを、それぞれの「点検計画承認票」「りん議書」「工事仕様書」

「総括報告書」及び「定期事業者検査記録」により確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 

 

②炉心管理の実施状況 

４号機が新規制基準の適合性に係る使用前検査に合格し、平成２９年６月から営業
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運転に入ったことから、保安規定第２１条及び第２９条から第３５条に定める炉心管理に

ついて、社内標準等に基づき適切に実施されているか確認した。 

検査の結果、炉心管理に関する具体的な保安活動が「高浜発電所 炉心管理業

務所則」「高浜発電所 第二発電室業務所則」「高浜発電所３・４号機 運転操作所

則 原子炉関係」等に定められ、実施されていることを確認した。  

第２１条の臨界ボロン濃度は、１か月に１回、原子燃料課長により測定値と予測値の

差が運転上の制限を満足していることが確認されていることを「高浜４号機 第２１サイク

ル 保安規定第２１，３０，３１条に基づく記録」により確認した。臨界ボロン濃度の測定

は、「高浜発電所 化学管理業務所則」に基づき、電位差滴定法で実施されていること

を立会いにより確認した。 

第２９条の原子炉熱出力は、蒸気発生器出口蒸気の熱量と蒸気発生器ブローダウン

水の熱量から給水の熱量を差し引いて算出されており、技術課長により運転管理目標

値が定められ、１時間に１回、当直課長により運転上の制限を満足していることが確認さ

れていることを「保安規定第２９条に基づく原子炉熱出力管理目標値の変更について」

及び「高浜発電所４号機総合運転日誌」により確認した。 

第３０条の熱流束熱水路係数は、炉心最大線出力密度と炉心平均線出力密度の

比、第３１条の核的エンタルピ上昇熱水路係数は、炉心最大燃料棒出力と炉心平均

燃料棒出力の比と定義されており、それぞれ、１か月に１回、出力分布処理コードにより

計算され、原子燃料課長により運転上の制限を満足していることが確認されていることを

「高浜４号機 第２１サイクル 出力分布測定結果」により確認した。 

第３２条の軸方向中性子束出力偏差は、炉外中性子束検出器の炉心上部と下部

の出力差として計算され、１か月に１回、原子燃料課長により目標値の評価が行われ、

当直課長により軸方向中性子束出力偏差が運転上の制限を満足していることが確認さ

れていることを「高浜４号機 第２１サイクル「保安規定第３２、３４条に基づく通知」につい

て」及び「高浜発電所４号機総合運転日誌」により確認した。 

第３３条の１／４炉心出力偏差は、径方向に４分割して設置された炉外中性子束検

出器の各出力の平均値に対する比として計算され、当直課長により運転上の制限を満

足していることが確認されていることを「高浜発電所４号機総合運転日誌」により確認した。 

第３４条の計測制御設備のうち炉心管理に使用される炉外中性子束検出器について、

計装保修課長により設定値確認及び機能検査が実施され、健全性が確認されているこ

とを「高浜発電所４号機 炉外核計装装置定期点検工事」の記録により確認した。 

第３５条の DNB 比（最小限界熱流束比）は、核沸騰限界における熱流束と実際の熱

流束の比として定義され直接測定できないことから、１２時間に１回、当直課長により一

次冷却材温度差（ΔT）、一次冷却材平均温度及び一次冷却材圧力が過大出力 ΔT

高及び過大温度 ΔT 高のトリップ設定値制限内にあることの確認をもって運転上の制限

を満足していることが確認されていることを「高浜発電所４号機総合運転日誌」により確

認した。 
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以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 

 

③燃料管理の実施状況 

４号機の次回運転サイクルから使用する予定のウラン・プルトニウム混合酸化物燃料

（ＭＯＸ燃料）が平成２９年９月に発電所内に搬入されたことから、保安規定第９４条から

第９６条に定める燃料管理について、社内標準等に基づき適切に実施されているか確認

した。 

検査の結果、ＭＯＸ燃料に関する燃料管理（新燃料の運搬と貯蔵及び燃料の検査）

に係る各業務が、「高浜発電所 原子燃料管理業務所則」等に定められ、実施されて

いることを確認した。 

MOX 新燃料の運搬と貯蔵については、平成２９年９月の搬入計画が発電所へ通知さ

れていることを「平成２９年度 MOX 燃料輸送計画書」により確認した。当該計画書に基

づき、体制、貯蔵場所、作業工程等を定めた「受入実施計画書」が作成されていること

を「高浜４号機 第２５P 領域（ウラン・プルトニウム混合酸化物新燃料）輸入燃料の構

内輸送作業に係る「受入実施計画」、「検査実施計画」および輸送容器（空）の定期自

主検査の実施について」により確認した。 

輸送容器の運搬においては、容器等の線量当量率等が法令に定める値を超えていな

いことを「構内での汚染物等 運搬チェックシート」「MOX新燃料輸送容器の線量当量率

測定記録」等により確認した。また、「受入実施計画書」に基づき輸送容器の構内運搬

が実施され、「新燃料輸送記録」「MOX 輸送容器封印健全性確認結果の報告」等の

記録が作成されていることを確認した。 

輸送容器から MOX 新燃料を取り出し、MOX 新燃料取扱装置に収納し、燃料気中

検査実施後、使用済燃料ピットの「受入実施計画書」で定められた位置に貯蔵されたこ

とを「MOX 輸送容器作業記録」等により確認した。また、使用済燃料ピットの貯蔵状況

等に異常のないことの確認が実施されていることを「高浜３・４号機 原子燃料貯蔵施設

点検表」により確認した。 

燃料の検査業務プロセスとしては、シッピング検査の要否判断、検査対象燃料の選定

及び検査がある。平成２８年度に実施された３号機 MOX 照射済み燃料の検査業務で

は、原子炉停止時のよう素１３１の測定結果よりシッピング検査が省略できることを「高浜

３号機 第２２サイクル「原子炉停止時のよう素１３１増加量確認結果および燃料集合

体シッピング検査の省略」について」により確認した。次に、原子炉に装荷されていたＭＯＸ

燃料２４体全数が検査対象であることを「３号機 第２２回定検 燃料集合体外観検査

に係る検査対象燃料の選定について」により確認した。最後に、検査内容等を定めた「実

施計画（高浜３号機第２２回定検 燃料集合体外観検査および再使用予定燃料集合

体の形状測定に係る燃料取扱作業）」に従って検査が実施され、燃料に異常がなかった

ことを「定期事業者検査成績書 燃料集合体外観検査」により確認した。 
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以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 

 

④非常時の措置の実施状況 

前回の平成２７年度第２回保安検査における確認から２年が経過しており、原子力防

災に係る体制、原子力防災資機材等の整備状況を定期的に確認するため、保安規定

第１２１条から第１３０条に定める非常時の措置について、社内標準等に基づき適切に

計画され、実施されているか確認した。 

検査の結果、第１２１条の原子力防災組織については、「高浜発電所安全・防災業

務所則」に定められていることを確認した。 

第１２２条の原子力防災要員の指定については、平成２７年度に「原子力防災業務

要綱」を改定し、原子力防災要員の対象を「指定された発電所所員」から「発電所所員

全員及び原子力防災組織の一部の業務（給水、電源確保等）を委託する協力会社社

員」に拡充したことに伴って、原子力防災要員の見直しを行ったことを「原子力防災要員

対象拡充に伴う高浜発電所原子力防災組織要員名簿の変更について」により確認した。 

第１２２条の２の緊急作業従事者の選定については、「高浜発電所 放射線管理業

務所則」及び「原子力発電所請負会社放射線管理仕様書に関する要綱指針」に従い

要員を選定し必要な教育訓練を実施していることを「緊急作業従事者の選定および緊

急作業従事者リストの更新について」「緊急作業従事者を選定するための教育訓練受

講対象者名簿・兼受講実績一覧」等により確認した。 

第１２３条の原子力防災資機材等の整備については、原子力防災資機材が良好な

状態で必要数保管されていることを、中央制御室、緊急時対策所等において立会いに

より全数確認した。また、原子力防災資機材が定められた点検要領に基づき確実に点

検されていることを「原子力防災業務要綱に基づく原子力防災設備、資機材の点検実

施結果」等により確認した。 

 第１２４条の通報経路及び第１２６条の通報については、「高浜発電所 安全・防災業

務所則」に定められていることを確認した。 

第１２５条の原子力防災訓練については、中期計画を作成し、訓練目的を明確にし

て計画的改善を図っていることを「原子力防災訓練中期計画（平成２９年度～平成３２

年度）の策定について」により確認した。 

また、平成２７年度原子力総合防災訓練において抽出した情報共有に関する改善点

が平成２８年度原子力総合防災訓練計画策定時に重点取組事項として反映され、導

入した共通運用図（原子炉等の状況を容易に把握できるようにとりまとめた図面等）が成

果を上げていることを「平成２８年度高浜発電所原子力総合防災訓練の実施結果およ

び原子力規制庁への防災訓練実施報告について」により確認した。 

第１２７条の原子力防災体制等の発令、第１２８条の応急措置、第１２９条の緊急

時における活動、第１２９条の２の緊急作業従事者の線量管理及び第１３０条の原子
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力防災体制等の解除については、「原子力防災業務要綱」及び「高浜発電所 放射線

管理業務所則」に定められていることを確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 

 

   ⑤放射性固体廃棄物の管理の実施状況（抜き打ち検査） 

１号機及び２号機では、新規制基準対応に関する大型工事が引き続き行われており、

放射性固体廃棄物が大量に発生していることから、廃棄施設での保管状況等保安規

定第１００条、第１００条の２及び第１０４条に定める放射性固体廃棄物等の管理につ

いて、社内標準等に基づき適切に実施されているか確認した。 

検査の結果、第１００条の放射性固体廃棄物の管理については、１号機及び２号機

の管理区域内作業に伴い発生した放射性物質が付着した固体廃棄物について可燃物、

不燃物等の識別を行うとともに、汚染拡大防止処置として養生を施した後、指定場所に

運搬する手順が定められていることを「放射線管理業務所則」（以下「放管所則」という。）

により確認した。この固体廃棄物のうち、不燃物の処理状況について確認したところ、指

定場所であるベーラ室において、過剰な水分の有無、形状、表面線量当量率等が確認

され、過剰な水分については除去された後、放管所則に定めた仕様を満たすドラム缶に

収納されていることを立会いにより確認した。また、固体廃棄物の収納に使用するドラム

缶の調達については、ＪＩＳ Z １６００の要求事項を満足させるため、受注者に対して気

密試験、積重ね試験等を要求し、これらの試験が実施され、要求事項を満たしたドラム

缶が納品されていることを｢ベーラ用ドラム缶検査成績書｣により確認した。さらに、固体廃

棄物を収納したドラム缶は、放管所則に従い、表面線量当量率、表面より１ｍ離れた地

点での線量当量率及び表面密度の測定が行われるとともに、表面線量当量率の測定

値に定数を掛けて放射能量を算定した上で、内容物の情報を「原子力発電所放射性

廃棄物管理システム」に登録することにより管理され、その後、管理区域から搬出されて

いることを記録及び立会いにより確認した。 

第１０４条の頻度の定義については、当直課長により、廃樹脂タンク等における使用済

の樹脂の保管状況の点検が保安規定に定める１日１回の頻度で実施され、異常が無い

ことが確認されていることを「高浜発電所１・２号機 廃樹脂処理建屋運転日誌」等によ

り確認した。また、放射線管理課長により、廃棄物庫及び蒸気発生器保管庫における

内部の巡視、点検及び廃棄物保管量の確認がそれぞれ保安規定に定める１週間に１

回及び３ヶ月に１回の頻度で実施され、異常が無いことが確認されていることを「廃棄物

庫点検表」等により確認した。さらに、低レベル放射性固体廃棄物としてドラム缶を発電

所構外へ搬出する際に、廃棄物庫内ドラム缶等の移動に合わせて、ドラム缶等の詳細

外観点検を今後順次実施する予定であることを聴取により確認した。 

第１００条の２の放射性廃棄物でない廃棄物の管理については、国が示した「原子力

施設における「放射性廃棄物でない廃棄物」の取扱いに関するガイドライン」に基づいた
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手順を放管所則に定め、その手順に従い、対象物の選定、念のため測定、対象物の承

認、取扱者の力量評価、持ち出された物品の記録作成等の業務が実施されていること

を「「放射性廃棄物でない廃棄物」申請・承認書」により確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断する。 

 
（３）違反事項 

なし。 

 
５．特記事項 

なし。 
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保安検査日程（１／２） 
月 日 号 機 １１月２７日(月) １１月２８日(火) １１月２９日(水) １１月３０日(木) １２月１日(金) １２月２日(土) １２月３日（日) 
午 前 

 
 
 
 
 
 
 
 

（１、２、

３、４号) 
 
 
 
 
 
 
 
 

●初回会議 
●運転管理状況の聴取

及び記録確認 
●中央制御室の巡視 

 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取

及び記録確認 
●中央制御室の巡視 
 
 
 
 
◎特別な保全計画に基

づく保安活動の実施

状況 
 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取

及び記録確認 
●中央制御室の巡視 
 
 
 
 
○炉心管理の実施状況 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取

及び記録確認 
●中央制御室の巡視 
 
 
 
 
○炉心管理の実施状況 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取

及び記録確認 
●中央制御室の巡視 
●原子炉施設の巡視 
 （３号機原子炉補助建

屋） 
 
○燃料管理の実施状況 

●運転管理状況

の聴取 
●中央制御室の

巡視 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午 後 
 

 
 
 
 
 
 
 

（１、２、

３、４号) 
 
 
 
 
 
 

◎特別な保全計画に基づ

く保安活動の実施状況 
 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

◎特別な保全計画に基

づく保安活動の実施

状況 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

○炉心管理の実施状況 
 
 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

○炉心管理の実施状 

○燃料管理の実施状況 

 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

○燃料管理の実施状況 

 

 

 

 

 

 
●チーム会議 
●まとめ会議 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

勤務 
時間外 

 

（１、２、

３、４号) 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

●中央制御室の巡視  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

○:基本検査項目 ◎:保安検査実施方針に基づく検査項目 ◇:抜き打ち検査項目 ●:会議/記録確認/巡視等 
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保安検査日程（２／２） 
月 日 号 機 １２月４日(月) １２月５日(火) １２月６日(水) １２月７日(木) １２月８日(金) 
午 前 

 
 
 
 
 

（１、２、

３、４号) 
 
 
 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取及

び記録確認 
●中央制御室の巡視 
 
 
◇放射性固体廃棄物の管

理の実施状況 
  
 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取

及び記録確認 
●定例試験立会い 

（３号機制御棒作動試

験） 
●中央制御室の巡視 
 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取

及び記録確認 
●中央制御室の巡視視 
 
 
〇非常時の措置の実施

状況 
 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取

及び記録確認 
●中央制御室の巡視 
 
 
〇非常時の措置の実施

状況 

●検査前会議 
●運転管理状況の聴取及

び記録確認 
●中央制御室の巡視 
 
 
◇放射性固体廃棄物の管

理の実施状況 
 

午 後 
 

 
 
 
 
 
 

（１、２、

３、４号) 
 

◇放射性固体廃棄物の管

理の実施状況 
  
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

◇放射性固体廃棄物の

管理の実施状況 
○炉心管理の実施状況 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

〇非常時の措置の実施

状況 
 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 
 

〇非常時の措置の実施

状況 
 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

 
 
 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 
●最終会議 

勤務 
時間外 

 

（１、２、

３、４号) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○:基本検査項目 ◎:保安検査実施方針に基づく検査項目 ◇:抜き打ち検査項目 ●:会議/記録確認/巡視等 

 


